
作成の前にお読みください

【様式ＤＬ】

【データの入力について】

【提出について】

提出〆切日　令和８年４月１０日（金）必着

メールで提出 →
※データ形式を変更せず送信してください。

郵送で提出 → 277-0005　
柏市柏５－１１－８　いきいきプラザ
柏市社会福祉協議会　総務課行
※余裕を持ってご郵送ください。

窓口で提出 → 04-7163-9000（総務課）まで
ご連絡の上、予約をお願いいたします。

k-soumu@kashiwa-shakyo.or.jp

データには関数が組み込まれていますので、入力箇所以外はセルのロックをかけて
います。メニューバーより"校閲"→"シート保護の解除"でロック解除できます。

本紙は　令和７年度当事者・福祉団体　実績報告　の様式です。

第１号様式はすべて自動反映となりますので記入頂く箇所はありません。

データの仕様上、基本情報と、第７号様式をはじめにご入力ください。

【重要】
　印刷する際にはすべてのシートの入力が完了してから印刷を行ってください。

令和７年度　当事者・福祉団体　実績報告（助成金交付あり）
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色付きのセルに基本情報をご入力ください。

＜団体基本情報＞ ＜R7助成金交付情報＞

団体名 柏福祉会 スタートアップ助成 円
（上限額50,000円）

団体代表者氏名 柏　太郎 地域貢献活動助成 50,000 円
（上限額50,000円）

団体代表者住所 柏市柏●－●－● ステップアップ助成 150,000 円
（上限額200,000円）

団体代表者電話番号 090-****-****



第５号様式 当事者・福祉・ボランティア団体活動助成（共通）

収受印

スタートアップ助成金
地域貢献活動助成金
ステップアップ助成金

社会福祉法人柏市社会福祉協議会会長　　様 令和 年 月 日

団体名

代表者氏名

住　所

電話番号

1 実績報告
別添の通り

2 精算 （単位：円）

（千円未満切捨て）

（千円未満切捨て）

（千円未満切捨て）

※お預かりした個人情報は、当該事業の目的以外に利用することはありません

R8.3

取扱者

返金額（Ａ-Ｂ）Ｂ　助成対象決算額
※小数点以下切り下げ ※マイナスの場合は0円

柏市柏●－●－●

090-****-****

事務局長 次長 課長 Gリーダー 担当

第７号様式　小計（１）×90％

８ ３

Ａ　助成金既交付受領額

３１

柏福祉会

柏　太郎

　令和７年度福祉活動団体等助成事業が完了しましたので、次のとおり関係書類を添えて
報告いたします。

活動報告書［第６号様式］・収支決算書［第７号様式］・活動成果報告書［第８号
様式］

円×90％

円

第７号様式　小計（２）×90％

地域貢献
活動助成

ステップ
アップ助

成

スタートアップ助成交付額

地域貢献活動助成交付額

ステップアップ助成交付額

円

50,000
円

150,000
円

スタート
アップ助

成

150,000 円×90％

135,000
円

円

円

15,000
円

62,000 円×90％

55,000
円

第７号様式　小計（３）×90％

計 円200,000
円15,000

実績報告書

記　入　例

収支決算書［第７号様式］を入

力いただくと、自動で数値が入

力されます。



第６－1号様式 当事者団体・福祉団体活動助成
柏福祉会

１　助成対象活動に関する報告

２　備品等（５万円以上）の支出

（活用による効果）

３　団体全体の活動報告（４月～３月）

第６－２号様式又は任意の様式のとおり

R8.3

活動報告

※この助成金を活用して行った活動内容を記入してください。特に、その活動
により、ふくし意識の啓発・向上、当事者の自助・自立、社会参加の促進等、
地域福祉の推進につながったことについて、具体的に記入してください。

品名 支出額（税込）

音響（マイク） 150,000

当事者やその家族で勉強会を行い、専門的知識を学んだり、普段なか

なか吐き出せない悩みや課題を共有したことで、地域福祉の推進・向上

に繋がりました。また勉強会の他に、イベント等を行うことで、交流も広

がり、新たな会員も増えています。

イベント等で使用し、多くの集客があったので、購入できて良かったです。

今後のイベントでも活用させて頂きます。

記　入　例



第６－２号様式 当事者団体・福祉団体活動助成
柏福祉会

３　活動（４月～３月）

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

月 回 人 人

回 人 人

R8.3

会員以外参加人数

4
総会
定例会議

ラコルタ柏
パレット柏

月 活動内容 場所 活動回数 会員参加人数

2 15 0

5

5 勉強会 パレット柏 1 30 15

6 勉強会 ラコルタ柏 1 20

15

定例会議 パレット柏 1 15

5

10 定期会議 ラコルタ柏

0

8 勉強会 ラコルタ柏 1 30

7

9 勉強会 パレット柏 1 20

1 15

5

11 イベント（音楽祭） パレット柏 1 50 35

12

0

勉強会 ラコルタ柏 1 20

1 15 0

勉強会 パレット柏 1 30 151

13 320 140

3 イベント（交流会） パレット柏 1 60 45

合計

2 定期会議 ラコルタ柏

記　入　例



第６－３号様式 当事者団体・福祉団体活動助成
柏福祉会

（ステップアップ助成受配団体のみ提出）

（１）ステップアップした項目

（２）具体的な実施または備品購入内容

（３）具体的な効果や成果

R8.3

〇 活動をステップアップするための備品購入の経費

いずれかに
〇

項　　　　目

先駆的な活動を展開するための経費

活動をステップアップ（資質時向上、活性化）するための経費

イベントで使用するため、音響（マイク）を購入させて頂きました。会員以

外の方がたくさん参加しても声が届くよう、またイベント内容等も大勢の

方が楽しめるイベント等を企画しました。

イベントには過去最高人数が参加し、盛り上がりました。初めてイベント

に参加した人も次回の勉強会に参加するなど、地域福祉の推進や普及

啓発に繋がりました。

記　入　例



第７－１号様式 当事者団体・福祉団体活動助成
柏福祉会

１　助成対象活動に関する収支決算
単位：円

予算額(A) 決算額(B) 説　　明
市社協助成(1) 0 スタートアップ助成
市社協助成(2) 50,000 地域貢献活動助成
市社協助成(3) 150,000 ステップアップ助成
会費 27,000 年会費500円×54人
寄付金
事業収入
雑収入
他機関助成

前年度繰越金
①　収入合計 0 227,000

単位：円
予算額(A) 決算額(B) 説　　明

小　計（１） 0 0
スタートアップ返金額 0 返金額は自動で算出されます。
報償費 20,000 講師謝礼
旅費 6,000 交通費
通信運搬費 16,000 切手、電話代
消耗品費 20,000 イベントで使用

小　計（２） 0 62,000
地域貢献活動返金額 0 返金額は自動で算出されます。
音響（マイク） 150,000

小　計（３） 0 150,000
ステップアップ返金額 15,000 返金額は自動で算出されます。
予備費
慶弔費
人件費

小　計（４） 0 0
0 227,000 (返金含む）

２　団体全体の収支予算
第７－２号様式又は任意の様式のとおり

R8.3

運
営
費

②　支出合計

活
動
費

収支決算書

　(1) 収入の部

　(2) 支出の部
項　　目

項　　目

収
 
入

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ

プ

対
象
外
経
費

記　入　例

パソコンで作成頂く場合は、

自動で計算されます。

手書きで作成頂く場合には、

助成金交付額－（小計（2）

×0.9）で計算できます。



第７－２号様式 当事者団体・福祉団体活動助成
柏福祉会

【団体全体の予算】
単位：円

予算額(A) 決算額(B) 説　　明
0 スタートアップ助成

50,000 地域貢献活動助成
150,000 ステップアップ助成
100,000
27,000 年会費500円×54人

0 327,000
単位：円

予算額(A) 決算額(B) 説　　明

報償費 20,000 講師謝礼
旅費 6,000 交通費
通信運搬費 16,000 切手、電話代
消耗品費 20,000 イベントで使用
音響（マイク）購入 150,000
ガソリン代 20,000
保険料 20,000
iPad購入 75,000

0 327,000
３　収支報告

①　収入合計
②　支出合計
③　差し引き 次年度繰越金

R8.3

活
動
費

②支出合計

327,000
327,000

0

市補助金

運
営
費

会費

前年度繰越金
①　収入合計

２　支出の部
項　　目

１　収入の部
項　　目

市社協助成(1)
市社協助成(2)
市社協助成(3)

差し引きが必ずしも0円になる必

要はありません。マイナスになる

場合は収入へ負担金や臨時会費

などの項目を計上してください。

記　入　例



第８号様式 当事者・福祉・ボランティア団体活動助成（共通）
柏福祉会

令和７年度活動成果報告書

１　活動写真（※市社協の広報又はホームぺージ等に掲載することがあります）

※活動の様子が分かる写真を添付してください。

※写真の様子に係るコメントを記入してください。

２　寄付者へのメッセージ

R8.3

※団体助成金は、共同募金で集まった寄付金を財源の一部として活用していま
す。今後もさらに募金への理解を広めていくため、寄付者へのメッセージをお
願いいたします。メッセージは、広報等で掲載することがあります。

年２回開催したイベントでの様子。音楽祭は参加者から大変好評でした。

当事者同士のつながりが少なく、家に閉じこもってしまいがちですが、毎

月の勉強会やイベントを通して、横のつながりが広がり、外出が増えた

会員が多いです。今後も勉強会やイベントを通して、●●の知識を深め

るとともに、当事者と地域のつながりを深めていきます。赤い羽根共同

募金のおかげで、横のつながりが広がり、たくさんの交流ができました。

どうもありがとうございました。

記　入　例

活動中や団体の写真を添付して下さい。

本報告書に添付頂く写真や、コメント、寄付者へのメッ

セージについては、赤い羽根共同募金広報誌『ありがと

う通信』に掲載させていただく事があります。

掲載に差し支えがないお写真、メッセージをお願いいた

します。


